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① 

Ｑ 富士見市は昼夜間人口比率が日本一でベッドタウンである。住みやすいというこ

とを前面に出したらどうか。 

 

Ａ 総合政策部長 

富士見市はこれまでベッドタウンとして発展してきたが、活力を維持していくに

は交流人口も必要である。道路、自然保護など総合的な土地利用を進め、調和した

住みよいまちづくりを進めていくことをコンセプトにしている。 

 

② 

Ｑ 全国学力調査で富士見市の学力は低いので、地域の方々や近隣大学の学生を積極

的に活用したらどうか。また、考える力を身につける学習を進めてほしい。 

 

Ａ 教育部長（学校） 

淑徳大学の学生や地域の方々に協力いただいている。また、自ら考える力を育て

るアクティブ・ラーニングも積極的に取り入れていく。 

 

③  

Ｑ 防災リーダーの養成は、人口の 0.5％程度まで増やした方がよい。 

 

Ａ 自治振興部長 

防災リーダーについては、各地域で講習会に参加した方が概ね 3名はいてほしい。

いざという時に、防災リーダーを中心に地域で動いていただけるように取り組みを

進めていく。 

 

④ 

Ｑ 和光富士見バイパスの延伸に伴い、浦和所沢バイパスとの交差点付近の産業誘致

に取り組んでほしい。 

 

Ａ まちづくり推進部長 

和光富士見バイパスは現状進んでいないが、水谷柳瀬川の産業等の誘致と一緒に

検討していく。 

 

⑤ 

Ｑ オレンジリングの取り組みなど、認知症サポーターを増やしたほうがよい。 
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Ａ 健康福祉部長 

認知症サポーター養成は引き続き取り組んでいく。認知症は症状が重くならない

ように初期段階からの把握・支援に力を入れていく。併せて、介護予防や自主活動

グループへの支援、介護ボランティアポイントによる地域の介護力向上にも取り組

み認知症対策を進めていく。 

 

⑥ 

Ｑ 東武東上線の西側エリアには公共交通がなく、買い物で苦労している方も多い。

デマンド交通の実証実験を進め、公共交通を充実してほしい。 

 

Ａ 健康福祉部長 

高齢者が買い物で足がなく困っていることは、地域交通以外にも解決策がないか

検討していく。 

 

Ａ 建設部長 

市内循環バスが西口を運行していたこともあったが、踏切を越える関係で定時運

行できないため平成 20 年に廃止した。空白地域や困っている方もいるため、デマ

ンド交通の実証実験を行い、実態を把握して検討していく。 

 

⑦ 

Ｑ 鶴瀬駅東口は計画的に市民に役に立つ施設を誘致してほしい。 

 

Ａ まちづくり推進部長 

鶴瀬駅東口はららぽーと開業により若い方の利用も増えてきたため、魅力的なま

ちづくりとなるように取り組んでいく。 

 

⑧ 

Ｑ ふるさと納税を頑張ってほしい。 

  

Ａ 総合政策部長 

ふるさと納税については、華美にならないよう全体のバランスも踏まえながら検

討していく。 

 

⑨ 

Ｑ つるせ台小学校近辺に 100名規模の集会施設を建ててほしい。それが無理であれ

ば、つるせ台小学校体育館に冷暖房設備と机を設置してほしい。 

 鶴瀬西 2丁目西町会に防災訓練、その他集会を行うための集会所を設置してほし

い。 
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 理由は、この地域には鶴瀬西交流センターしかなく、活動団体、サークルが多いた

め施設予約が容易ではない。町会やまちづくり協議会の活動をしていく場所がない。

敬老会を実施するにも体育館では机がない上に、飲食も禁止になっていて継続してい

くことが難しい。また、町会で予定していた日時に入間東部地区将棋大会の優先予約

が入った。町会やまちづくり協議会の活動は一般のサークル活動ではない。予約シス

テムによる重複の抽選もランダムなのはどうかと考えている。 

 

Ａ 自治振興部長 

  入間東部地区将棋大会は、2市 1町が持ち回りで開催している。今年度は富士見

市が開催市で、文化協会の一員である将棋連盟からの依頼により市民文化祭の位置

付けで開催をすることで調整をした。 

 

⑩  

Ｑ 学校の体育館は飲食禁止、校庭では火気厳禁と言われている。敬老会は飲食をし

ながら楽しんでほしいができない。また、火気厳禁ではイベントもできない。集会

所では高齢化もあり、椅子がないと参加を辞退する人もいる。体育館や校庭を利用

できるようにしてほしい。施設に関しては、先行予約している全体スケジュールの

見える化や予約に関する優先順位はどうなっているのか。 

 

Ａ 教育部長（総務） 

体育館内での飲食は、学校ごとに運用が異なる場合があるため、確認する。施設

予約に関しては、第一に公用利用、続いて使用料免除団体・市内団体、市外・目的

外団体の予約となっている。予約システムによる重複抽選に関しては、利用者から

様々な意見をいただいていることから、町会などに対してどのような対応ができる

か、検討を始めたところである。 

 

⑪  

Ｑ 本庁舎の耐震化はどうなっているのか。また、トイレが快適ではない。来庁者が

快適に利用できるよう配慮いただきたい。 

 

Ａ 総務部長 

本庁舎の耐震化は平成 20 年度に実施している。トイレは洋式化等の対応をして

いるが、今後も快適に利用いただけるよう努力する。 

 

⑫ 限られた時間の中での発言になるため、一人あたりの質問時間は制限した方がよ

い。 
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